












The effect of oral 1 hγdroxycalciferol treatment on 
bone mineral densitγin hemodialysis patients 
(血液透析患者における骨密度に対する経口
1α ーヒドロキシカルシフヱロールの効果)






【対象と方法】本研究の対象は男性165名，年齢5~.5止1O.8(mean :tSD)歳，透析期間85.3 :t 57.6 ヵ月であ
る。 VDは1α ーヒドロキシカルシフエロール(1αOJID3)を用いた。無投与群44名， 0.25.u g/ dayの少量
群56名， 0.5μg/dayの中等量群65名の3群に分け， 12ヵ月間内服治療を行った。血清カルシウム， リン
備は.炭酸カルシウムの投与量を変えることで巨常域内に調節した。血清カルシウム， 1)ン，アルカリフォ
















0.5μg/ t:Iの巾等量群65名の 3併にわけ， 12月間内服治療をおこなった。血清カルシウム9.0・10.5mg/dl.
Ini1リンJ. ();1rn rnul/ 1以下に維持するように炭酸カルシウム内服量を調節した。血消カルシウム， リン，
-~fi-
アルカリフォスファターゼ. オステオカルシン，インタクトド1"1をj台帳前後でiJll;定したの宮ー 稿!支{二三重X




〔結論と評価)男件血液透析患者においてO.5IL g! トl の 1αOHD~; を l 年間投与して腰椎骨塩量の減少を
子防することができた。このようにprospecti ve，こ叫性ビタミンDの骨塩霊にたいする効果が評価された
研究は少なく，今回腎↑生骨異栄養症の治療に一つの指針があたえられたものとして，著者は博士(医学)
の学位を授可ーされるに値するものとみとめられた。
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